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問題 

図のような断面をもつ製材(木材)の梁Ａ、Ｂ、ＣのＸ軸まわりの曲げ強さの

大小関係として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、すべての梁の材

質、支持条件及びスパンは同一とし、梁Ｂ及びＣを構成する部材は、それぞ

れ相互に接合されていないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. Ａ＝Ｂ＝Ｃ 

2. Ａ＝Ｂ＞Ｃ 

3. Ａ＞Ｂ＝Ｃ 

4. Ａ＝Ｃ＞Ｂ 

5. Ｃ＞Ａ＞Ｂ 

 

H1801断面・応力度	 ANo. 35 □□□［別解］ 

節点ａ、ｂ及びｃに作用する軸方向力Ｐ及び２Ｐによる変位をそれぞれ求

めて、重ね合わせによりｃ点の軸方向変位δｃを求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の計算では、下向きの変位を「＋」、上向きの変位を「－」とする。 

・ｃ点に作用する下向き荷重２Ｐによる変位δｃ１ 

 δｃ１＝＋
l×３Ｐ

ＥＡ

２
 

・ｂ点に作用する上向き荷重Ｐによる変位δｃ２ 

 δｃ２＝－
l×２Ｐ

ＥＡ
 

・ａ点に作用する上向き荷重Ｐによる変位δｃ３ 

 δｃ３＝－
l×Ｐ

ＥＡ
 

《ｃ点の軸方向変位δｃを求める》 

δｃ＝δｃ１＋δｃ２＋δｃ３＝＋
l×３Ｐ
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14AH1801 
解説  正答──２ 

部材の曲げ強さは、断面係数Ｚ に比例する。

これは、次式のとおり、断面係数Ｚ が大き

くなると曲げ応力度（縁応力度）σb が小さ

くなることからも分かる。 

σb＝
Ｚ

Ｍ
 〔σb：曲げ応力度、Ｍ：曲げモーメント〕 

ただし、梁Ｂ及び梁Ｃについては、構成する部材が、それぞれ相互に接合さ

れていないという条件があり、断面が一体的に機能しないということになる

ので、単純に断面係数の公式に当ては

めることができない。 

梁Ａ、Ｂ、Ｃの断面係数をそれぞれ 

ＺＡ、ＺＢ、ＺＣとすると、梁Ｂ及び梁

Ｃについては、それぞれの構成断面Ｂ

①、Ｂ②、又はＣ①、Ｃ②、Ｃ③部材

ごとに断面係数を求めて合計し、ＺＢ

又はＺＣを求めなければならない。 

《梁Ａ》ＺＡ＝
６

)３(
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＝

６

９ ３a
＝

2

3 ３a
 

《梁Ｂ》ＺＢ＝ＺＢ①×２＝
６

)３(0.5
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６
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《梁Ｃ》ＺＣ＝ＺＣ①×３＝
６

2aa
×３＝

６

３ ３a
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2
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ＺＡ＝ＺＢ＞ＺＣ  

曲げ強さは、Ａ＝Ｂ＞Ｃ となり、 解答は２である。 
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